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【町長】 

通告順 ６ 
質問 

議員 
上野議員 

質問 

項目 
全戸にエアコン補助で町民の生活環境向上を 

質問 

内容 

 

 町民が毎日生活する住宅環境はとても大切だと思います。 

 昨年より新型コロナウイルス感染予防対策として外出自粛、さらに子供

達がギガスクールになり、屋内活動が多くなり室内環境が高温で熱射病等

が起きて高齢者は勿論、幼児、子供達には負担が多く、家庭では大変苦労

しています。 

 現在、沼田で生活している全戸を対象に除菌機能のついているエアコン

を設置できるようにすべきと思う。 

 今後新たな変異株、オミクロン株の感染の拡大が心配されることから

も、自宅療養も起こりうることを考え、早急にエアコンの設置に取り組む

べきと思うが町長の考えを伺いたい。 



撮影許可済み
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【町長】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
７ 

質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
冬期間の災害を想定した地域での防災訓練を 

質問 

内容 

  

１２月１日から２日にかけての暴風雪の影響により、道内の一部地域で

長時間停電する被害が起きた。冬期間における長時間の停電は重大事態を

引き起こしかねない。この件に関しては平成３０年の第４回定例会におい

て、鵜野議員が大寒波で２日間の大規模停電を想定した一般質問を行っ

た。あれから３年経過し、現在は避難所への自家発電設備の整備も進み、

状況は改善しているように思える。しかし、台風や大雨の被害と違い突風

による電線の切断で生じる停電は予測しがたく事前の非難が困難であり、

とりわけ冬場の夜間に道路が積雪状態で発生した場合はただちに避難す

るには危険も伴う。このような事態に対して、町が整備している防災計画

では想定がされていないように見える。冬季に長時間の停電が発生した場

合の対応と防災計画の更新は行うのかを聞きたい。 

 冬季の夜間に停電が発生した場合、朝までは自力で耐えたとしてもその

後も状況が改善しない場合はやはり避難所を開設し、暖かい部屋と食べも

のの提供が必要になるのではないか。この間、新型コロナウイルスの影響

で避難訓練などが実施できていないが、テント型パーティションなどプラ

イバシー保護に対応した新しい形の避難所設営の準備ができているわけ

だから、それらを活用した避難訓練を行うべきではないかと考えるがどう

か。 

その際には地域ごとに防災訓練を進めるのが有効と言える。町が発行す

る防災のしおりでは自主防災組織の必要性が書かれているが、実態はあま

り機能していないように思える。ある程度円滑に機能するようになるまで

は町による誘導が必要なのではないか。 
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